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ヨーイ！ドン　遠泳のスタートでバシャ、バシャと水しぶきを上げて勢いよく海に入って行
く子供たちを良いシャッターチャンスで写し止めている。健康的な日焼けした肌色と色とりど
りの帽子がまぶしいようだ。やや高めのアングルから撮ったので沖で待っている伴走船や湾の
姿、背景の丘陵なども良く分かる。広がり奥行きが良く出る上手いフレーミングだ。子供たち
の姿と歓声に元気が一杯貰えそう！

本コンテストは、写真を通じて海辺や港の四季折々、津々浦々の
姿を表現していただき、ともすれば港と疎遠になりがちな方々に
対してその素晴らしさを再認識していただくと共に、ウォーター
フロントの景観への意識を高めることを目的としています。
ウォーターフロントフォトコンテストも今年で19回目となり、

「海とみなと―その歴史・役割・観光」というテーマに対して、
993点もの応募がありました。いただいた作品に対して、平成22
年10月18日に厳正なる審査を行った結果、次のとおり素晴らし
い入選作品を決定させていただきました。
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海とみなと―
その歴史・役割・観光

公募テーマは「海と港―その歴史・役割・観光」だが、かなり幅広い被写体を作品として見る
ことが出来た。全国的には各地の祭りなど各種イベントを晴天下で写した作品が多かった。上位
入賞作品は、たとえ同条件でもカメラポジションやカメラアングルに工夫がみられ、作品によっ
ては早朝や夕暮れ、夜間に時間を掛けて撮影するなど努力の跡が感じられた。また、その他の被
写体でも作者の意図、作品への想いがはっきりと伝わってくる画面作りがされている。作品が撮
影された季節は春と夏が圧倒的に多く上位入賞作品でも80％が4月から8月までに撮影されてい
た。もっと秋・冬の景観や港と人との係り合いを撮影すると良いのではないだろうか。組写真は
応募も少ないが、3～4枚に構成する意図があいまいで、むしろその中の1枚で応募した方が良い
組写真があった。もっと組写真にする目的、狙いをはっきりした方が良い。撮影地域としては題
材が豊富な北海道、九州地区が意外と少なかった。
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2010豊かなウォーターフロント
フォトコンテスト
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進水式直後の大型タンカーの姿がボリューム感たっぷりに捉えられている。ドックに点在す
る人々や周囲に散らばっている紙吹雪やリボンが進水式の賑わいを示している。横からの光に
照らされて周辺の施設やクレーンも質感・立体感が良く出ている。何よりも主役の赤い船腹が
画面の中心にあってこそ広がりや奥行きを一層感じさせてくれる。
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美しい夕陽と紅く焼けた雲の彩りが波面を照らしている港で大型客船の船出を上手いフレー
ミングでまとめている。手をふって見送る人を巧みなシャッターチャンスで捉えくっきりとし
たシルエットに仕上げたのは見事だ。カメラアングルも適切で遠ざかって行く客船の姿を綺麗
な色で立体的に捉えているのが大変良い。
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霧に包まれた朝のドックを航空写真のような俯瞰撮影で上手くフレーミングしている。青っ
ぽい朝の光が残っている街並みと海が爽やかな空気を感じさせる。ようやく朝日が照らし始め
たドックのクレーンが霧の中から浮かび上がって赤黄色に染まり函館の広がりと奥行きをしっ
かり表現している。作者の努力が報いられた作品だ。

雪も止み日が射している港の情景は一
見静かに見えるが二つの堤防の外はかな
りの荒れ模様で特に外側の堤防に弾ける
大きな白い波は強烈だ。ドドーン！と大
きな音を立てて、まるで壁が立ちはだか
るような波を素晴らしいシャッターチャ
ンスで写している。高台から見下ろした
アングルが良いので港の静かさと対称的
な荒れた海の脅威がひしひしと伝わって
くる。
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司
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松明を持って海から上がってきた元気一杯の海女さんたちの姿を良い位置に入れてスローシ
ャッターシンクロで上手い瞬間を写している。画面右手に駆け抜ける主役の海女さんには躍動
感がしっかり表現されており、また主役をより引き立てるようにバックに花火と他の海女さん
たちの松明を入れて周囲の環境や雰囲気を活かしている。
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朝日に照らされる中、一斉にうに漁に
向かう小さな漁船の群を良いアングルで
フレーミングしている。横からの光を活
かした縦画面が海岸や船を見事な立体感
と遠近感で表現している。漁場に向けて
力強く進んで行く船たちを良い位置に入
れて捉えた的確なシャッターチャンスが
漁師達の姿もシャープに写し出し彩りも
よく興味深い。
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ライトアップされたマスト、真珠の首飾りのようなライト、船べりにきらめく光が海面に
も映って幻想的な港の夜景を造り出している。帆船と水面の反映は繊細で美しいガラス細工
か宝飾品のようにも見え、手前の青い繋留柱や埠頭のブロックはその台座のようにも思えて
くる。着眼点が良く画面構成の巧みさを感じる。
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富士山を前に見ながらのんびりと夏の海で釣りをする、なんともゆったりとした時間が過ぎ
ているようだ。真っ白な帆を広げて走るヨットたちと呼応するように動いている天空の雲、そ
の雲間に富士山が姿をはっきり見せた時を待ってシャッターを切っているのであろう。のどか
さの中にも意図した画面作りに励む作者の姿勢が見えるようだ。
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雨
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が
り
の
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近
畿
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局
局
長
賞

快晴の神戸港はカラフルでミニチュアセットのように美しい。特長のある近代的な建造物と
それらに負けない貴婦人のように着飾ったクラシックな作りの遊覧船との対比が面白い。一見
窮屈なフレーミングに感じるが青空や雲、建物群と水面の映りを真二つに仕切っている黄色い
ブイが予想外に効果的な画面を造り上げている。

普段はあまり眼にすることのない被写体をテーマに上手く絵造りした作品。日中は色彩的に
地味な船や港の情景だが夕陽の残照が活きる黄昏時に撮っているので外灯や船の照明も加わり
魅力的でカラフルな港に変貌した。潜水艦の船腹は空の青い色が反射してツルッとした質感が
強調され海面に映る光も美しく穏やかな基地の情景が伺える。
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ローアングルで打ち寄せる波、岩に当って砕ける白い大きな波を良いシャッターチャンスで
写し止めている。フレーミングも正に怒涛のごとくすさまじい迫力で押し寄せた大波を良い位
置に決めて撮っている。大きな波からはドーンと音が聞こえるほどだ。海側から照らす光が波
や岩、2基の灯台をより立体的に描写し遠近感も良く表現している。
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港に停泊する真っ白い帆を一杯に広げた帆船2隻だけでなく見物に訪れた人々を入れてのど
かな風景に仕立てた構成が上手い。木と木の隙間から主役の帆船が見える言わばトンネル構図
がぴったり合っている。きっと、作者は見物客が強い日差しの中で木陰に集中して座り込んで
いる姿に思わず微笑みながらシャッターを切ったのでないだろうか。
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海側から大勢の観客の前を疾走する爬竜船を画面一杯に上手く収めている。シャッターチャ
ンスが良く、競争相手は見えないが緊迫した状況は鉦を叩いて士気を鼓舞するリーダーの姿か
ら充分に伺える。また、漕ぎ手のオールさばきは必ずしも揃っていないが力のこもった姿が白
い波しぶきに表れている。若者たちの勇壮な姿が感動的だ。
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優秀賞作品の中には上位入賞作品とどちらが良いか
を1～2票差で競った程の優れた写真もかなりあった。
写真技術的には完成度も高く、よく撮れているがまだ
画面が整理不十分な作品、或いは主題が何か、何を訴
求しようとしているのかやや不明瞭で損をした作品も
あった。綺麗に撮れているだけでは駄目でもっと作画
の意図、狙いを明確にする必要がある。また、カメラ
ワークも良く内容も良かったのに自家処理プリント（イ
ンクジェットプリント）の仕上がりがあまり良くない
ために残念ながら上位にあげられない作品があった。
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岡
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Ｓ
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潟
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潟
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港
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ぶ
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鶴
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台
場
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台
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岸
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台
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岸
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司
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港
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湾
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市
市
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安
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多
忙
な
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光
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ー
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ン
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初
雄
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庫
県
神
戸
市
神
戸
港
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ー
バ
ー
ラ
ン
ド

神
戸
港
入
港

武
山
元
信

京
都
府
伊
根
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伊
根
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舟
屋
の
花
火

堀
内
勇

静
岡
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静
岡
市
清
水
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湾

豪
華
客
船
入
港
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信
明

優
秀
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静
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飯
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和
男



「港湾」2010･12 15

２
０
１
０
豊
か
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

小
方
一
男

海
峡
遠
望

福
岡
県
北
九
州
市
関
門
海
峡

長
堂
哲

虹
に
導
か
れ
た
旅
人
達

沖
縄
県
那
覇
市
那
覇
港

武
居
節
子

少
年

沖
縄
県
瀬
底
島
瀬
底
海
岸

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
鹿
児
島
港

南
国
雪
景

里
村
強
志

長
崎
県
長
崎
市
角
力
灘
端
島

軍
艦
と
呼
ば
れ
る
島

遠
藤
剛

沖
縄
県
竹
富
島
コ
ン
ド
イ
ビ
ー
チ

我
輩
の
夏

福
井
憲
男

優秀賞
杉山　薫（北海道室蘭市地球岬）
青山弘志（北海道函館市函館港）
舘林佳史（北海道稚内鴛泊）
山　　泰（秋田県秋田市秋田港）
武田敏久（青森県八戸市八戸港）
佐藤善治（宮城県女川町女川港）
石森文夫（福島県いわき市小名浜港）
小形俊幸（新潟県新潟市新潟西港）
愛甲喜一郎（富山県高岡市雨晴海岸）
小川圭二（富山県高岡市伏木港）
渡辺アツシ（富山県氷見市富山湾）
小澤　宏（神奈川県小田原市早川漁港）
北川陽子（東京都品川区青海）
多和裕二（東京都台場東京港）
内藤正太郎（神奈川県藤沢市片瀬海岸）
岡本芳隆（神奈川県逗子市逗子マリーナ）
能登正俊（東京都神津島多幸湾）
増田　雄（神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎）
田中和夫（神奈川県真鶴町まなづる港）

向後寛治（東京都港区台場お台場海浜公園）
吉田　宏（神奈川県横浜市横浜港）
浜中義孝（東京都江東区青海）
花井岳晴（愛知県田原市片浜十三里）
飯田和男（静岡県焼津市大井川港）
山田英雄（静岡県静岡市駿河三保）
望月信明（静岡県静岡市清水港湾）
加藤誠司（兵庫県神戸市神戸港）
堀内　勇（京都府伊根町伊根湾）
三田輝樹（兵庫県神戸市神戸港）
武山元信（兵庫県神戸市神戸港ハーバーランド）
中田康之（岡山県玉野市宇野海岸）
橘　初雄（広島県廿日市市宮島安芸の宮島）
川添明美（愛媛県今治市来島湾）
里村強志（鹿児島県鹿児島市鹿児島港）
小方一男（福岡県北九州市関門海峡）
遠藤　剛（長崎県長崎市角力灘端島）
長堂　哲（沖縄県那覇市那覇港）
福井憲男（沖縄県竹富島コンドイビーチ）
武居節子（沖縄県瀬底島瀬底海岸）

国土交通大臣賞
山田宏作（鹿児島県鹿児島市鹿児島湾）
国土交通省港湾局長賞
石川賢一（高知県高知市浦戸湾）
日本港湾協会長賞
植木喜晃（千葉県館山市新井海岸）
港湾海岸防災協議会長賞
山崎秀司（鳥取県浜村浜村港）
北海道開発局長賞
松田吉夫（北海道函館市函館港）
東北地方整備局長賞
勝田正巳（岩手県久慈市小袖海岸）
関東地方整備局長賞
山口正明（千葉県南房総市野島漁港）
北陸地方整備局長賞
富田栄人（富山県射水市富山新港）
中部地方整備局長賞
望月正晴（静岡県静岡市駿河湾三保海岸）
近畿地方整備局長賞
杉江輝美（兵庫県神戸市神戸港）
中国地方整備局長賞
中村守男（広島県呉市呉湾）
四国地方整備局長賞
芝崎静雄（高知県黒潮町佐賀港）
九州地方整備局長賞
森田正巳（長崎県長崎市長崎港）
沖縄総合事務局長賞
上原盛文（沖縄県那覇市那覇新港）

主催
（社）日本港湾協会
港湾海岸防災協議会
後援
国土交通省
協賛
（社）日本外航客船協会
（社）日本旅客船協会
（社）日本マリーナ・ビーチ協会
（社）ウォーターフロント開発協会
（財）港湾空間高度化環境研究センター
（財）港湾空港建設技術サービスセンター
富士フイルム（株）

審査員（順不同・敬称略）
齋藤　潮〈東京工業大学教授〉
廻　洋子〈淑徳大学教授〉
富岡畦草〈写真家〉
松野正雄〈写真家〉
茶谷　茂〈写真家〉
梶原康之〈国土交通省港湾局海岸・防災課長〉
塩　正孝〈国土交通省港湾局国際・環境課長〉
鬼頭平三〈（社）日本港湾協会理事長〉




